






要約:昭和 60 年 6 月から平成元年 3 月までの間に「B 型肝炎母子感染防止対策事業」によ

り HBs抗原検査を受けた妊婦は計4,252,573人におよび、昭和 63年度には全妊婦の95.8％

が検査を受けたものと推定された。本事業で感染防止処置を開始された児は、昭和 63 年

度までに計 10,771 人であり、事業開始前、年 4000 人程度発生していたと推定される HBV

キャリアは、平成元年には 540 人程度に減少し、キャリア率は 0.04％に低下したものと

推定された。


